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       －僕の〈紙の詩〉以外の詩体験について 

 

                                          平居謙 

 

 

０ 

いま『平成詩史論』を書いている。あと半年もすれば脱稿する。それは詩集中心の歴史なのだが、

21 世紀詩は本とネットとポエトリーリーディングの命を懸けた三つ巴だ。あ、命は掛けてないか。お

れは掛けてるけどな。 

 

それはさておき今回は、その中心人物の生田里香に、あ、こんな変換になっちゃったぜ 

平成詩史？的なものを振り返ってもらった。 

 

モリマサ公さんだけは連絡がつかずに困っていた。なんせ 15年くらい前に会ったきりだったからな。 

わが愛する「東京荒野」の湯原さんが仲介の労を取ってくれた。感謝。 

 

執筆中の『平成詩史論』は詩集中心の歴史だけれど、今回彼らが書いてくれた重要な情報も盛っ

てゆくつもりだ。その見取り図をヒントに、というか叩きながら、それぞれの活躍の場の正史を書いて

いってくれたまへ。それが次代を作るっていうことだ。 

 

この〈平成詩史覚書－新次元編〉では極めて私的に僕自身のポエトリーリーディングとネット詩体験

をちょっと記しておこうと思う。雑に書く。詳しくは今年中に出るだろう『平成詩史論』を買って読んで

感涙に蒸せてくれ。ちなみに―新次元編と書いたのは拙編の詩誌「Lyric Jungle」30 号にも同じタ

イトルで書いたからで、こっちのほうは区別するためにー新次元編としたってゆーわけ。 

 

１ ポエトリーリーディング体験 

 最初のポエトリーリーデング体験はつらいものだった。ポエトリーリーデングなんて誰も言っていな

かった。朗読、そうだ、詩の朗読、だよ。大学出たてで、『ダダイスト新吉の詩』を卒論に書いて、息

巻いている若者が、じいさんばあさん詩人がおもむろに立ち上がって読むー読む声もおろおろして

る、そんな〈詩の朗読〉を楽しめるはずはないのさ。〈なんじゃこりゃ！〉と椅子ごと後ろにひっくり返り

そうになったのは、僕だけじゃなかっただろう。日高てるなどの朗読は凝ってるほうで、凝りすぎてる

な、などと思ったが、まだ、マシな部類だった。そのころから少しずつ面白い朗読が増えてきたのは、

みんな同じことをおもってたんじゃないか？ばかじゃないからね、ヒトっていうのは。そのころっていう

のは 1988年とか 89年、あ、ちょうど平成が始まろうとしたころだったんだな。 



２ 修羅街甦声 

 上田假奈代という不思議な人物に出会ったり、彼女らと一緒に朗読をしたりしながら僕の 1990年

代は始まって、知らん間に過ぎていった。最初にイベントを仕切ったのは「修羅街甦声」ってイベント

で、関西で朗読で有名な東淵修と、朗読なのに朗読と言わず「詩語り」という名称にこだわって頑

張っていた田川喜久雄を同じ舞台に上げるというのが、僕のコンセプトだった。そこに、次代の声を

担う（と思い込んでた）平居謙をトリに置いたんだな。田川を第一部のトリにして、東淵を第二部のト

ップバッター、そのトリを僕がやるってわけさ。歌人になった魚村晋太郎なども参加してくれた。田川

は三味線でがあがあとがなった。東淵は静かに読んだ。おれは叫んだ。まあ、今これを読む大抵の

人が〈はあ？〉って感じだろうから、どうでもいいといえばどうでもいいんだけれど、そうやって華々し

く 笑 平居謙の朗読時代は始まって行った、とここではそう書いておこう。 

 

３ ２１世紀のころ 

 そのあと、いろんなことがありまして、といきなり 10 年近く省略する中には阿賀猥や梅田江、園子

温、小川てつオ、吉増剛造などとの出会いがあるのだが、それは、『平成詩史論』でのお楽しみ。確

か１９９９年秋から 200１年春くらいまで月例で朗読イベントを打った。あほみたいに人がたくさん来て

困った。あるところの企画で、ずっとそのイベントを取り仕切ったのだ。当然ノーギャラで、ようやって

たな、と言う感じだけれど、エネルギーが充満していた。その場にも僕自身にも。声の力はすごいも

んで、地下の Barがふやけそうだった。荒木時彦は常連だったし、しげかねとおるを見つけたのもそ

こだ。川原寝太郎も姿を見せた。詩学社に入った寺西幹仁も視察によく訪れていた。里宗巧麻も突

き刺さった。 

そのあと里宗の主導で、「関ケ原詩人対決」１&２というのを京都と東京でやった。そのころには、

「詩のボクシング講座」という集中講座を大学生相手に始めていて、９年ちかく、これもノーギャラで

やった。ノーギャラが僕のエネルギーであった。  

そのあと、朗読もたまにやったが、若手の詩集プロデュースに力を入れたので、朗読はフェイドア

ウトと言う感じだった。勝ち負けを競うイベントが出てきて、何ほんきになってんの？という感じを持

っていた。にゃんしーの企画で京都でそういうのに出た。アトムさんというラッパーと対決したが、た

ぶん彼は東京から来た人であった。東京のラッパーに負けるはずがないと思った。こっちは遊びで

京都でやってるんだから、負けるはずなどないのだ。アトムさんはそんなことに引っ張り出されて、か

わいそうだと思った。 

 

４ 「いんあうと」「ぺんてか言葉の処方箋」 

今度はネット詩の話。ネット上では、松本秀文が編集していた「いんあうと」に中国現代詩のアン

ソロジーと、城戸朱里の詩集と、そのころ新しく出た若い詩人の詩集の批評を頼まれて書いたりした。

若い詩人の詩集はつまらなかったから「脱脂粉乳」とか何とか訳の分からない PN で書いた。そした

らある時、イベントの打ち上げにその若い詩人が来て「何で本名で書かないんだ！」とタメ口で言っ

た。殴ってやろうかと思ったが、空手の黒帯を取ってしまってたので殺人未遂にならずにすんだ。な



んで PN でって？当り前じゃない。つまらなさすぎて実名出したくなかっただけさ。いんあうとは、和

合亮一が顧問になってくれろというので顧問を名乗ったが、結局その３つを書いたの留まった。あま

り波長が合わなかったのだろう。２００２年か３年のあたりのことだったと思う。 

 批評ではなく詩の作品を発表するということは樋口えみこ「ぺんてか 言葉の処方箋」に何度か書

いた。これも２００５年前後ではないかと思う。結構気合を入れて書いた。きっとまだ残っているだろう。

もの凄く多くのゲストが存在して、樋口のフィルターを通したネット上の上質な詩人群アンソロジー

（僕自身が入っているのだから〈上質〉なのは僕以外か。。。）が形成されているという趣があった。 

 考えてみると、朗読にはかなり力を入れたが、ネット詩の存在は知っていてもあまり近寄らなかっ

た。それは、自分が仕事で論文を書く人間で、論文検索サイトサイニーで検索すれば、自分の論文

がネット上で読めたりるする、そういう環境にあったからあまり必要を感じなかったのかもしれない。

しかし、考えてみればネット上で読めるのは論文であって、詩作品ではない。してみると、僕の中で

は論文も詩も、大して変わりはなかったのだという意外な事実が浮かび上がる。 

 

５  詩客から新次元へ 

 詩客で森川雅美に誘われて、詩集評や歌集評を割と長くやった。１４年から１７年まで詩集評を書

いて、その後しばらく休んで、短歌評を１９年から２年くらいやった。これは勉強になった。分量を思

いきり書いた。森川さんに「平居さんのは長すぎて困る」と言われたが、それでももっと長く書いた。

困らせるために書いたのではないが、長く長く書いた。それで学んだことは詩集評は短いにこしたこ

とはない、ということであった。キレのある一行批評が一番いいのだろう。 

 頑張りすぎて、連載が終わった時には、それがないと寂しくなっていた。ネット病になっていたわけ

だ。それでこの新次元を作った。詩集評から短歌評の間の時期に作ったのだったろう。短歌評が再

開されたときには、両方書くことになって困った。 

 

さあ、前座はおしまい。 

以下に並ぶのは、リーディング、ネット詩で歴史を作って来た奴らの蠢きだ。２１世紀詩のこれからは

どうなるのかって？それは、分からん。おれや、知らん。しかし、そこに魂が入ってなければどんな媒

体で息巻こうと、所詮無意味な雄たけびにすぎん、ということだけは、はっきりしている。現に魂を注

いで流れを作って来た表現者たちの声をじっくり聴こうではないか。 

 

＊おことわり 

里宗、川原、渡辺、澤各位には、まあまあ、じっくり時間をかけてお書きいただけたのだが、モリマ

サ公だけは連絡がついたのが直前で、３日で書いてくれろと無理を言った。あほか！と言われるか

と思ったが、１日で原稿が却ってきた。彼女のために、ここに添え書きしておこうと思う。しかし１日で

これを書いたというパワーは、さすがにスノボ選手でポエトリーリーダーだと、原稿を読んで悦に入っ

ている次第だ。 


